
第６学年 理科学習指導案 

日 時：令和３年９月３日（金） 

                                                子ども：６年 

   

Ⅰ 単元名                   ＜授業の見どころ＞ 

 

 

 

Ⅱ 単元の指導構想 
 １ 単元について 
  ○ 子どもたちは，理科の学習に対して意欲的に取り組んでおり，実験の準備や片付けなどにも自

分たちで進んで行うことができている。しかし，すでに知識として知っている子どもたちは，そ
の知っているやり方一つに固執する傾向があり，納得いくまで実験するよさや大切さを感じるこ
とができていない。 

    これまでの学習において，自ら問題を見いだしたり，既習の内容，生活経験と関係付けて根拠
のある予想や仮説を発想したり，条件を制御しながら解決の方法を発想したりすることができる
ようになってきた。さらに，６月に学年で行った「絆フェスタ」の取組では，自分たちで取組の
内容や練習計画を立て，試行錯誤しながらよりよい行事になるように考え，行動する姿が見られ
た。これらの学びの文脈を生かし，今後は，自分たちが導き出した結論を科学的に納得できるも
のとし，そこから新たな問題が生まれたときに自分たちで問題解決のサイクルを回していけるよ
うな力を身につけさせていく必要がある。 

  ○ 本単元は，第５学年「Ａ(1)物の溶け方」の学習を踏まえて，「粒子」についての基本的な概念
等を柱とした内容のうちの「粒子の結合」，「粒子の保存性」に関わるものであり，中学校第１分
野「(2)ア(ｲ)水溶液」，「(4)ア(ｲ)化学変化」などの学習につながるものである。 

    ここでは，子どもが，水に溶けている物に着目して，それらによる水溶液の性質や働きの違い
を多面的に調べる活動を通して，水溶液の性質や働きについての理解を図り，観察，実験などに
関わる技能を身に付けるとともに，主により妥当な考えをつくりだす力や生命を尊重する態度，
主体的に問題解決しようとする態度を育成することがねらいである。 

    本単元の言語活動は，見いだした問題に対して，根拠のある予想や仮説を発想したり，その予
想や仮説を基に，解決の方法を考えたり説明したりすることや実験結果を基に考察することであ
る。さらに，総合的な学習の時間や算数，社会の学習においても，自分たちで調べたことなどを
分析，整理して表現していくことは，理科でつけた力を発揮できる場であると考えられる。その
ような学びの文脈を生かし，学級全体での話合いだけでなく，学級の中のグループや個人で繰り
返し行うことにより，思考力，判断力，表現力等の資質・能力が育成できる活動といえる。 

  ○ 指導に当たっては，次の三点に留意する。 
    一点目は，目的意識をもって問題解決を行っていくための場面の設定【手立て１】についてで

ある。単元の導入では，身近にある様々な液体について話し合う中で，５年生で学習した「質量
の保存」「均一性」「透明性」の３つの水溶液の性質を確認し，既習と自分たちの経験とつないで
いく。そして，見た目が同じ５つの水溶液を提示し，「５つの水溶液には，どのような違いがある
のか。」という単元を貫く問題意識を醸成させることがねらいである。 

全校研究とのかかわり「つなぐ」 
  ○ 二点目は，解決方法を発想し，試行錯誤を繰り返しながら行う体験活動の保障【手立て２】に

ついてである。単元を通して子どもたちは，自分たちが予想で考えたことをもとに実験計画を立
案していく。そこで，今までの実験をもとに使用する実験器具などを選択し，実験を行っていく。
その際，「このような実験を行えば○○のような結果になるはずだ」という仮説を立てて実験を
進めていく。立てた仮説と違うような結果になった場合や，他のグループと明らかに違う結果に
なった場合には，実験方法を再度検討したり，繰り返し実験を行ったりすることができるように
する。試行錯誤しながら実験を繰り返すことで，納得のいく結論を見いだすことにつながってい
く。そのために，教師として十分な実験を行える時間の確保と，必要な実験器具の準備をしてお
く。                      全校研究とのかかわり「えらぶ・つかう」 

  ○ 三点目は，体験活動と言語活動を科学的な視点で繰り返す授業展開【手立て３】についてであ
る。自分たちのグループの結果や既に知っている知識のみで結論を見いだすのではなく，他グル
ープの結果と比べたり，予想・仮説に立ち返ったりしながら，納得のいく結論となっているのか，
科学的な視点で話し合い，考察することができるようにする。また，分かったこととまだ分から
ないことをはっきりさせることで，次時への問題へつなげることができるようにする。 

                 全校研究とのかかわり「つなぐ」 

水溶液の性質とはたらき 

（新しい理科６ 東京書籍） 

子どもたちが試行錯誤しながら，納

得のいく結論を見いだし，主体的にサ

イクルを回して問題解決を図っていき

ます。 



２ 学びの文脈に基づいた単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性

のものがあることを理解している。 

②水溶液には，気体が溶けているものが

あることを理解している。 

③水溶液には，金属を変化させるものが

あることを理解している。 

④水溶液の性質や働きについて，実験な

どの目的に応じて，器具や機器などを

選択して，正しく扱いながら調べ，それ

らの過程や得られた結果を適切に記録

している。 

①水溶液の性質や働きについて，問題を

見いだし，予想や仮説を基に，解決の方

法を発想し，表現するなどして問題解

決している。 

②水溶液の性質や働きについて，実験な

どを行い，溶けている物による性質や

働きの違いについて，より妥当な考え

をつくりだし，表現するなどして問題

解決している。 

①水溶液の性質や働きについての事物・

現象に進んで関わり，粘り強く，他者と

関わりながら問題解決しようとしてい

る。 

②水溶液の性質や働きについて学んだこ

とを学習や生活に生かそうとしてい

る。 

 

他教科・領域等 

本単元 ６年９月 
「水溶液の性質とはたらき」 

【見方・考え方】 
○見質的・実体的 
○考多面的に考える 

５年９月 

「物の溶け方」 

【見方・考え方】 

○見質的・実体的 

○考条件制御 

子どもの実態 

他教科・領域等 

 

願い 
・身近な生活と学習を結び付
けていきたい。 

・自分たちで実験方法を考え
て，実験を進めていきたい。 

・みんなが納得いく結論を見
いだしていきたい。 

・学習したことを将来につな
げていきたい。 

教科の力 
○理科の学習に対して意欲的に取り組む子どもが多い。 
○自分の経験などを基に，理由や根拠をつけて予想を話す力が育
ってきている。 

●すでに知識として知っている子どもたちは，その知っているや
り方一つに固執する傾向があり，納得いくまで実験するよさや
大切さを感じることができていない。 

●理科の見方・考え方を働かせるよさや有用感を感じておらず，
自覚的に働かせているわけではない。 

学年の取組 ６年６月「絆フェスタ」 
・各種目の記録に挑戦することを通して，互いが高まり合っ
たり支え合ったりするためには，どうすればよいか考え，
行動することができるようにする。 

復興教育との関連 

○ いきる「③価値ある自分」 

課題解決において，自分の考えや分から
ないという思い等が生かされたり価値づ
けられたりしたときに，自己有用感・自己
存在感を感じる。 

○ かかわる「⑨仲間とのつながり」 

友達と協力して実験を行ったり，考えを

交流したりすることを通して，友達との関

わりの大切さに気付くことができるよう

にする。 

 

見方・考え方を働かせるポイント 

○ 質的・実体的 

  物によって異なる性質があるのではないか，

見えない物でも実体として存在しているので

はないかという視点。 

○ 多面的に考える 

事物・現象を複数の側面から考え，より妥当

な考えを導く。 

単元の目標 
水に溶けている物に着目して，それらによる水溶液の性質や働きの違いを多面的に調べる活動を通

して，水溶液の性質や働きについての理解を図り，実験などに関する技能を身に付けるとともに，主
により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 

中１年 

「水溶液」 

【見方・考え方】 

○見質的・量的 

時間的・空間的 

○考比較する 

 関係付ける 

 

３年１２月 

「物と重さ」 

【見方・考え方】 

○見質的・実体的 

○考比較する 

中２年 

「化学変化」 

【見方・考え方】 

○見質的・量的 

時間的・空間的 

○考比較する 

 関係付ける 

国語 ６年６月「私たちにできること」 
・目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから
書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりし
て，伝えたいことを明確にすることができるようにする。 

総合 ６年２・３学期「輝け！自分の未来」 
・目的に応じて手段を選択し，情報を集めたり必要な情報
を選んだりすることができるようにする。 
・相手や目的，意図に応じ，工夫してまとめ，表現できる
ようにする。 

行事 ６年１１月「全校音楽集会の取組」 
・活動の見通しをもち，練習計画を立てたり，修正したり
しながら，よりよい表現を目指して協力し合って活動する
ことができるようにする。 

教
科
の
学
習
内
容 



３ 単元の指導及び評価の計画（全１７時間） 

時 ○学習活動 ◆研究の手立て 
評 価 

重
点 

記
録 

評価規準 
【評価方法】 

１ 

○身の回りにある水溶液に

ついて話し合い，見た目が

同じ５つの水溶液から単

元を貫く問題を見いだす。 

○食塩水，石灰水，アンモニ

ア水，塩酸，炭酸水にはど

のような違いがあるか予

想し，違いを調べる方法を

考える。 

 

思 

 

思考・判断・表現①／ 
【発言分析・記述分析】 

・水溶液の違いを調べる実験につい
て，自分の予想を基に，解決の方
法を発想し，表現しているかを確
認する。 

２ 

○５種類の水溶液の違いを

調べる。（実験１） 
 

知 ◎ 
知識・技能④／ 

【行動観察・記録分析】 
・水溶液の違いについて，調べる器
具などを選択して，器具や水溶液
などを正しく扱いながら調べ，得
られた結果を適切に記録してい
るかを評価する。 

３
（
本
時
） 

○５種類の水溶液の違いを

調べる。（実験１） 

○実験結果を交流し，水溶液

に溶けている物について

考え，話し合い，まとめる。 

 

思 ◎ 

思考・判断・表現②／ 
【発言分析・記述分析】 

・実験結果を基に，水溶液に溶けて
いる物について考察し，より妥当
な考えをつくりだして，表現して
いるかを確認する。 

 

４
・
５ 

○炭酸水には何が溶けてい

るのか調べる。（実験２） 
 

態  

主体的に学習に取り組む態度①／ 
【発言分析・行動観察】 

・炭酸水に溶けている物を調べる活
動に進んで取り組み，友達と協力
して調べたり，考えを互いに伝え
合ったりしながら，粘り強く問題
解決しようとしているかを評価
する。 

思 ◎ 

思考・判断・表現①／ 
【発言分析・記述分析】 

・二酸化炭素は水に溶けるかを調べ
る実験について，自分の予想を基
に，解決の方法を発想し，表現し
ているかを確認する。 

６
・
７ 

○二酸化炭素は水に溶ける

か調べる。（実験３） 

○実験２と実験３の結果を

基に，炭酸水には二酸化炭

素が溶けているか考え，ま

とめる。 

○水溶液には気体が溶けて

いる物があることをまと

める。 

 

思 ◎ 

思考・判断・表現②／ 
【発言分析・記述分析】 

・実験２と実験３の結果を基に，炭
酸水には何が溶けているかにつ
いて考察し，より妥当な考えをつ
くりだして，表現しているかを評
価する。 

知 

 

知識・技能②／ 
【発言分析・記述分析】 

・水溶液には，気体や固体が溶けて
いるものがあることを理解して
いるかを確認する。 

態  

主体的に学習に取り組む態度②／ 
【発言分析・行動観察】 

・水溶液に溶けている物について学
んだことを生かして，ラムネに溶
けている物を調べる方法につい
て考えようとしているかを確認
する。 

８ 

○リトマス紙を使って，水溶

液をなかま分けする。（実

験４） 

 

知  

知識・技能④／ 
【行動観察・記録分析】 

・水溶液の性質について，リトマス
紙などを正しく扱いながら調べ，
得られた結果を適切に記録して
いるかを確認する。 

手立て１ 問題解決の場面設定 

◆事象の比較から単元

を貫く問題を設定す

る。→【つなぐ】 

 

手立て２ 体験活動の保障 

◆解決方法を立案し，繰

り返し実験を行うこ

とができる機会を保

障する。 

 →【えらぶ・つかう】 

手立て３ 科学的な視点で繰

り返す体験活動と言語活動 

◆他グループの結果や

友達の考えと自分の

考えを比べ，より妥当

な考えを見いだすこ

とができるようにす

る。→【つなぐ】 

手立て２ 体験活動の保障 

◆解決方法を立案し，繰

り返し実験を行うこ

とができる機会を保

障する。 

 →【えらぶ・つかう】 

手立て３ 科学的な視点で繰

り返す体験活動と言語活動 

◆他グループの結果や

友達の考えと自分の

考えを比べ，より妥当

な考えを見いだすこ

とができるようにす

る。→【つなぐ】 

手立て２ 体験活動の保障 

◆解決方法を立案し，繰

り返し実験を行うこ

とができる機会を保

障する。 

→【えらぶ・つかう】 

手立て２ 体験活動の保障 

◆解決方法を立案し，繰

り返し実験を行うこ

とができる機会を保

障する。 

 →【えらぶ・つかう】 



９ 

○水溶液は，酸性，中性，ア

ルカリ性になかま分けで

きることをまとめる。 

○身の回りのいろいろな水

溶液をリトマス紙につけ

て，性質を調べる。 

 

知 

 

知識・技能①／ 
【発言分析・記述分析】 

・水溶液には，酸性，アルカリ性及
び中性のものがあることを理解
しているかを確認する。 

態 ◎ 

主体的に学習に取り組む態度②／ 
【発言分析・行動観察】 

・水溶液の性質について学んだこと
を生かして，身の回りの水溶液の
性質を調べようとしているかを
評価する。 

10 

・ 

11 

○水溶液には金属を変化さ

せる働きがあるか予想し，

金属に塩酸や炭酸水を注

ぐとどうなるかを調べ，ま

とめる。（実験５） 

 

知  

知識・技能④／ 
【行動観察・記録分析】 

・水溶液が金属を変化させる働きに
ついて，水溶液などを正しく扱い
ながら調べ，得られた結果を適切
に記録しているかを確認する。 

12 

・ 

13 

○塩酸に溶けた金属はどう

なったのか予想し，調べる

方法を考える。 

○塩酸にアルミニウム（また

は鉄）が溶けた液を蒸発さ

せて，溶けた金属を取り出

すことができるか調べる。

（実験６） 

 

思 ◎ 
思考・判断・表現①／ 

【発言分析・記述分析】 
・塩酸に溶けた金属はどうなったの
かについて，既習の内容や生活経
験を基に，根拠のある予想を発想
し，表現しているかを評価する。 

知  

知識・技能④／ 
【行動観察・記録分析】 

・塩酸に溶けた金属について，調べ
る器具などを選択して，正しく扱
いながら調べ，得られた結果を適
切に記録しているかを確認する。 

14 

○液を蒸発させて出てきた

固体の性質を調べる方法

を考える。 

 

思 ◎ 

思考・判断・表現①／ 
【発言分析・記述分析】 

・液を蒸発させて出てきた固体の性
質を調べる実験について，自分の
予想を基に，解決の方法を発想
し，表現しているかを評価する。 

15 

・ 

16 

○自分たちが考えた方法で，

固体の性質を調べる。（実

験７） 

○水溶液には金属を変化さ

せる物があるか考え，まと

める。 

 

知 ◎ 

知識・技能④／ 
【行動観察・記録分析】 

・液を蒸発させて出てきた固体の性
質について，自分の計画を基に，
調べる器具などを選択して，正し
く扱いながら調べ，得られた結果
を適切に記録しているかを評価
する。 

態  

主体的に学習に取り組む態度①／ 
【発言分析・行動観察】 

・液を蒸発させて出てきた固体の性
質を調べる活動に進んで取り組
み，友達と協力して調べたり，実
験結果などを互いに伝え合った
りしながら，粘り強く問題解決し
ようとしているかを確認する。 

思 ◎ 

思考・判断・表現②／ 
【発言分析・記述分析】 

・実験結果を基に，水溶液の金属を
変化させる働きについて考察し，
より妥当な考えをつくりだして，
表現しているかを評価する。 

知  

知識・技能③／ 
【発言分析・記述分析】 

・水溶液には，金属を変化させる物
があることを理解しているかを
確認する。 

17 

○水溶液の性質と働きにつ

いて，学習したことをまと

める。 

 

知 ◎ 

知識・技能①②③／ 
【発言分析・記述分析】 

・水溶液に溶けている物とその性質
や働きについて理解しているか
を評価する。 

 

 
 

手立て３ 科学的な視点で繰

り返す体験活動と言語活動 

◆他グループの結果や

友達の考えと自分の

考えを比べ，より妥当

な考えを見いだすこ

とができるようにす

る。 

◆学んだことを身近な

生活に当てはめ，知識

の活用を図る。 

 →【つなぐ】 

手立て２ 体験活動の保障 

◆解決方法を立案し，繰

り返し実験を行うこ

とができる機会を保

障する。 

 →【えらぶ・つかう】 

手立て３ 科学的な視点で繰

り返す体験活動と言語活動 

◆他グループの結果や

友達の考えと自分の

考えを比べ，より妥当

な考えを見いだすこ

とができるようにす

る。→【つなぐ】 

 

手立て３ 科学的な視点で繰

り返す体験活動と言語活動 

◆他グループの結果や

友達の考えと自分の

考えを比べ，より妥当

な考えを見いだすこ

とができるようにす

る。 

◆学んだことを身近な

生活に当てはめ，知識

の活用を図る。 

 →【つなぐ】 

 

手立て２ 体験活動の保障 

◆解決方法を立案し，繰

り返し実験を行うこ

とができる機会を保

障する。 

 →【えらぶ・つかう】 



Ⅲ 本時の指導 
１ 目標 

実験結果を基に考察し，より妥当な考えをつくりだして，液中の水を蒸発させて白い物が残った
水溶液には固体が溶けていることをまとめる。 

２ 評価規準 
   実験結果を基に，水溶液に溶けている物について考察し，より妥当な考えをつくりだして，表現

するなどして問題解決している。                   【思考・判断・表現】 
  ＜努力を要する状況の児童への手立て＞ 
   実験結果を，写真画像などを用いながら表に整理し，共通点に着目させて考えさせる。 
３ 展開（３／１７時） 

段
階 

学習 

過程 
学習活動 ○期待する子どもの姿 

時

間 
研究に関わる手立て 

◇準備 

◆留意点 

評価 

問
い
の
明
確
化 

前時の
想起・
問題の
把握 

 
 
 
１ 前時に見いだした
問題とそれに対する
予想や仮説を想起し，
本時行っていく活動
を見通す。 

 
 
 
○ 見た目やにおいだけ
ではうまく違いを見つ
けられなかったな。 

○ 液を蒸発させれば溶
けている物が分かるか
もしれないね。 

 
 
 
3 

 
 
 

◇５種類の水
溶液 

◇蒸発皿 
◇ピペット 
◇水 
◇試験管 
◇試験管立て 
◇ビーカー 
◇金網 
◇加熱器具 
◇雑巾 
◇保護めがね 

問
題
意
識
に
基
づ
い
た
追

究 

実験・
観察 

２ 水溶液を蒸発皿に
少量とり，熱して，水
を蒸発させて残った
物を観察する。（前時
の続き） 

 
 
 
 
 
 

○ アンモニア水にはに
おいがあるな。蒸発さ
せても同じようなにお
いだ。 

○食塩水と石灰水は蒸発
させたら，白い物が残
ったよ。 

10  ◆火器の取り
扱いに十分
注意させる
とともに，
換気を気を
付ける。 

追
究
の
見
直
し 

結果の
整理・
交流 

３ 結果を交流する。 ○ 他のグループはどん
な結果になったのか
な。 

○ 似ているところはな
いかな。 

7   

考察 

４ 結果を基に自分の
考えをノートに表現
する。 

 
５ 考察を話し合い，結
論を導き出す。 

○ 共通しているところ
はどこだろう。 

 
 
○ 食塩水は，５年生の
学習で蒸発させると食
塩が出てきたから，石
灰水も同じように石灰
が出てきたといえる。 

○ 食塩水と石灰水は，
固体が溶けていたとい
えるよ。 

○ 何も残らなかった水
溶液は，何が溶けてい
るのかな。 

15   

結論 

６ まとめる。 
 
 
 
 
 
７ 学習を振り返る。 
 
 
 
 
 

 10  
 
 
 
 
 

 

５種類の水溶液には，どのようなちがいがあるのだろうか。 

水溶液に固体がとけていると，蒸発させたときに白い物が残る。食塩水と石

灰水は，固体がとけた水溶液である。 

手立て１ 

問題解決の場面設定 

◆前時の学習を想

起させ，問題解

決の見通しをも

たせる。 

 →【つなぐ】 

手立て３ 

科学的な視点で繰り返

す体験活動と言語活動 

◆他グループの結

果と自分たちの

結果を比べなが

ら，共通点を見い

だす。 

◆友達の考えから

科学的にいえる

より妥当な考え

を話し合う。 

 →【つなぐ】 

手立て３ 

科学的な視点で繰り返す体

験活動と言語活動 

◆何も残らなかった水

溶液に着目すること

で次時の問いにつな

げる。→【つなぐ】 

手立て２ 

体験活動の保障 

◆自分たちで使用

する実験器具を

選択しながら，予

想や仮説をもと

に実験・観察を行

う。 

◆他のグループの

結果も考慮しな

がら自分の考え

を修正していく。 

→【えらぶ・つかう】 

実験結果を
基に，水溶
液に溶けて
いる物につ
い て 考 察
し，より妥
当な考えを
つくりだし
て，表現し
ているかを
確認する。 
【思判表】 



 


